
1 

 

様式第３号(第９条関係)      

会  議  録  

       

会 議 名 嵐山町立学校統合準備委員会 第 4回通学・安全部会 

開 催 日 時 令和 7年 6月 17日(火) 

開  会 午後 5時 00分 

閉  会 午後 6時 20分 

開 催 場 所 嵐山町役場町民ホール 

会 議 次 第 

1 開 会 

2 あいさつ 

3 議題 

(1) 新校への要望について 

(2) 北部スクールバス対象エリア等について 

(3) 通学の実地調査について 

4 その他 

5 閉 会 

公開・非公開 

の別 
公  開 傍聴者数 なし 

非公開の理由 

(非公開の場合) 
 

委員出欠状況 

部 会 長 小野川和史 出 委  員 八木原夏実 欠 

委  員 成田彩恵 出 委  員 安藤淳之介 出 

委  員 石森奈通子 欠 委  員 髙橋 誠 出 

委  員 関根盛敏 出 委  員 髙橋悠里 欠 

委  員 服部朋秋 出 委  員 小林正人 出 

委  員 清水 進 出 委  員 
荒川 統 

(代理 山中雄一) 
出 
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委  員 
林 雄一 

(代理 高野美由紀) 
出 委  員 

髙田 享 

(代理 南雲 修) 
出 

委  員 
田中 守 

(代理 関口幸愛) 
出    

教育委員会 

職員出席者 

教 育 長 下村 治 
学校統合 

推進課長 
久保哲也 

副課長 
尾針雄介 

(司会・進行) 
主 任 篠﨑 照 

主 任 吉野祐介 指導主事 吉井大輔 

指導主事 神田貴裕   

町職員出席者 地域支援課長 安藤浩敬 
まちづくり 

整備課長 
安在知大 

次   第 て  ん  末 

1 開  会 
教委 

(司会) 

 開会宣言 

 成田委員への委嘱状交付 

 安藤 地域支援課長、安在 まちづくり整備課長の紹介 

 欠席者の確認 

2 あいさつ 
小野川 

部会長 

京都で小学生がクマに襲われた事件もあり、想定外のこと

が発生することもあります。 

できるだけ小中学生が安心、安全に通学できるよう、意見

をいただきながら、お互いの考えを編んでいくような形で

進めていきたいと思います。 

3 議題  小野川部会長が議長となり、議事を進行 

(1) 新校への要

望について 教委 

【資料 1】により、嵐山町立小中学校再編調査特別委員会

からの要望、七郷地区の保護者からの要望を情報共有し、

通学・安全部会による対応方針を説明 

小野川 

部会長 

説明が終わりました。 

これらの要望は、今までの通学・安全部会でも取り上げて

いるものもあります。今後もこのような要望が出てきた場

合は、情報共有しながら誠実に対応していきたいと思いま

すので、委員の皆さんのご理解とご協力をお願いします。 

何か質問や意見等はありますか。 

 (質問、意見等なし) 



3 

 

(2) 北部スクー

ルバス対象

エリア等に

ついて 

教委 

【資料 2】により、北部のスクールバス対象エリアについ

て、今までの議論の経緯を説明した後、今回の会議で対象

エリアを決定しないで保留し、実地調査と委託費用の再積

算を行った後、改めてエリアの再検討をしたい旨を説明 

小野川 

部会長 

説明が終わりました。何か質問や意見等はありますか。 

特に質問等無いようですので、そのように進めていきたい

と思います。 

(3) 通学の実地

調査につい

て 

教委 

今後の実地調査の結果により、交通設備、道路関係で改善

を要望する機会が出てくるかもしれません。その際の申請

手順等について、各担当課より説明いただきます。 

地域支援課

長 

警察が規制する【信号機】【横断歩道】【スクールゾー

ン】【自転車歩行者道】について説明します。 

この度、菅谷地内のヒロノ時計店付近に横断歩道を引くこ

とが決まりましたので、このことを例に手順等を説明しま

す。 

令和 5年 8月、菅谷小中学校 PTA会長より要望書が提出

され、町職員による現地調査の後、町として要望書を小川

警察署へ提出しました。小川警察署は県、町とともに現地

調査をします。その後、県警本部の交通規制担当立ち会い

のもと、改めて現地調査をし、許可要件が提示されます。

そして今年許可が下り、年内には線を引ける見込みですの

で、最初の要望書提出から約 2年かかりました。【資料

3-2】には遅くとも 1年前には申請が必要とありますが、

新校開校に合わせて整備する場合、令和 9年初旬には一

度、警察へ要望を出したいところです。 

スクールゾーンについて、志賀小学校通学に伴うスクール

ゾーンは時期を見て廃止の手続きをとる予定です。新規に

申請をする場合は、沿線住民全員の同意書が必要です。こ

ちらについても、開校の 2年前には申請できればと考えて

います。 

尚、令和 8年 9月から、センターラインのない道路は一律

で 30km規制となりますので、知識としてお知らせしま

す。 

まちづくり

整備課長 

まちづくり整備課から、【歩道拡幅】【街路灯】【カーブ

ミラー】について説明します。 

現在、町財政が大変厳しく、数多くの要望をいただく中、

国の補助金対象外のものは予算の範囲内でさせていただい
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ていますが、全てに対応できているわけではないのが現状

です。 

【歩道拡幅】について、歩道拡幅のための用地買収が必要

ですが、既存の建築物が多い箇所は買収が難航すると思わ

れます。国県道については、県へ要望を出して整備する流

れです。現在、教育委員会と連携して歩道拡幅の要望を県

へ出しているところです。 

【街路灯】【カーブミラー】について、新規設置は各行政

区長からの要望により対応させていただいています。設置

には条件があり、対応に時間がかかる場合もあります。修

繕は、区長要望でなくても、まちづくり整備課にお知らせ

いただければ対応します。民地に設置する場合は、地権者

の同意を取っていただく必要も出てきます。 

教委 
【資料 3-2】により、警察との事前協議の報告(スクールバ

ス、スクールゾーン、通学路全般について)を行う。 

教委 
【資料 3-3】【資料 3-4】【資料 3-5】により、通学路の現

状と、実地調査について説明を行う。 

小野川 

部会長 

説明が終わりました。何か質問や意見等はありますか。 

安藤委員 

菅谷小学校と菅谷中学校の間の道路を渡るため、児童が横

断歩道で待っていても、殆ど車両は停止しないという報告

を受けています。当該箇所に信号機の設置は難しいとの報

告でしたが、そうであれば、一時停止の赤い点滅信号を設

置したり、通行止めにしたりするのが望ましいと思いま

す。何かしら規制ができるよう粘り強い交渉をお願いしま

す。 

教委 
今後の警察との協議において、継続して要望していきま

す。 

関根委員 

3点申し上げます。 

①横断歩道の設置に要望から約 2年かかるとの報告でした

が、議員など政治の力を使って、1年程度で設置すること

はできないのでしょうか。 

②通学路の想定接続箇所に県道 69号線も含まれています

が、埼玉縣信用金庫の向かい側の歩道整備されていない箇

所は、新校開校までには整備される見込みですか。当該箇

所が整備されない限りは通学路として通行するのは難しい

との解釈ですか。 
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③議題(1)で保護者から PTAの廃止の要望が上がっている

との報告でしたが、教委からの説明にあるように、PTA

組織の地区委員が通学路を選択、決定しています。PTA

を廃止してもいいとは考えますが、実際に廃止すると通学

路を決定させる上で問題が生じるなど、弊害が生まれるこ

とをもっと周知させることが必要だと思います。 

地域支援課

長 

①について、タイミングを見極めてご相談していきたいと

思います。 

まちづくり 

整備課長 

②について、当該箇所の用地交渉が完了していないと所管

している県土整備事務所から話を伺っており、用地交渉完

了後に具体的な計画に進むと思われます。 

教委 ③について、PTA部会にて情報共有します。 

清水委員 

【資料 3-4】について、七郷小学校区の通学路の色と志賀

小学校区の通学路の色との判別が容易にできるよう、はっ

きりと色分けしてください。 

教委 次回会議から変更します。 

小野川 

部会長 

菅谷小学校と菅谷中学校の間の道路について、信号機設置

が難しいのであれば、例えば車幅制限のためのポール 2本

を設置するなどの対策はどうでしょうか。設置には何か基

準があるのでしょうか。 

教委 次回の警察協議で確認します。 

地域支援課

長 

交通の規制にあたらないハンプや狭窄は道路管理者の所管

になると思われます。 

清水委員 横断歩道の設置基準はありますか。 

地域支援課

長 

現在、町では基準に照らし合わせて要望を出しているわけ

ではありません。但し、警察に要望を出すと、必ず利用者

数の概算と人の滞留場所の有無を尋ねられます。横断歩道

の設置要望を出す際は、信号機の設置もセットで要望する

こととなります。現状では、七郷小学校前にも志賀小学校

前にも押しボタン式信号がありますので、菅谷小学校と菅

谷中学校の間の道路に信号機と横断歩道の要望を出すのは

良いと思います。 

清水委員 
志賀 1区は高齢者も多いので、1箇所くらいは要望を出そ

うかと考えています。 

髙橋委員 

【資料 3-4】の拡大図ですが、拡大率が小さく十分に理解

できません。また、通学路は PTAや保護者などが決める

のであれば、ここでは私の分かる範囲でしか意見を出せな
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いので、この資料を保護者にも配って、広く意見を集めた

方が良いのではないでしょうか。 

清水委員 

【資料 3-4】の接続箇所の追加の提案ですが、大字志賀字

金平の志賀小学校区の通学路と平澤 2区集会所付近の菅谷

小(中)学校通学路を繋げるのが良いと思います。 

教委 経路を追加します。 

安藤委員 

通学路に草が生い茂っているため、雨の中、1km~2kmを

地域住民で除草作業を行ったという報告を受けました。通

学路は、常に整備しておくことが重要です。通学路を決め

る上で、整備のしやすさも考えるべきだと思います。 

小野川 

部会長 

整備のしやすさも含め、実際に現地に行くとガードレール

の破損があったり、見通しが悪かったりすることもあるの

で、やはり実地調査が必要だと思います。 

清水委員 
道路にはみ出している木の枝を切るように町から地権者へ

指導することはできるのですか。。 

まちづくり 

整備課長 

実際に地権者にお知らせして対応していただいています。 

小野川 

部会長 

次回会議で実地調査の詳細が示されるかと思います。 

清水委員 実地調査は通学・安全部会の委員が行う予定ですか。 

教委 

教育委員会が中心に準備を進めますが、危険箇所の確認等

の作業は委員の皆さんと一緒に行いたいと考えています。

皆さんのご都合に合わせてご参加いただければと思いま

す。 

服部委員 
できるだけ参加したいと思いますので、日程が決まりまし

たらお知らせください。 

小野川 

部会長 

学校周辺であれば、教職員もよく実情を把握しているかと

思いますので、一緒に行いたいと思います。 

教委 
次回会議で、今回の内容を精査したものを反映させてお示

しさせていただきます。 

4 その他 
教委 

次回会議は、電子メールにて日程調整後、改めてお知らせ

します。 

5 閉 会 教委 

 

 





嵐山町立学校統合準備委員会 第４回通学・安全部会 会議次第 

 

 

 

日時 令和７年６月１７日（火） 

                       午後５時から 

場所 嵐山町役場 町民ホール 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議題 

 

（１）新校への要望について 

（２）北部スクールバス対象エリア等について 

（３）通学の実地調査について 

 

４ その他 

 

５ 閉会 



新校への要望

〇嵐山町立小中学校再編調査特別委員会からのご要望

1. 補助制度を活用しつつ、バス運行範囲の柔軟な検討を進めること

2. 地域住民の意見を取り入れ、最適な運行計画を策定すること

3. 徒歩通学が困難な地域への追加支援策を検討すること

資料1

令和7年6月17日_通学・安全部会



新校への要望

〇保護者からのご要望

１．スクールバス対象エリア
 ・距離にこだわらず、子供達の安全を最優先に考えてほしい
 ・子供の身体面や精神面等全てのことを考えてほしい
 ・必ず実査をしたうえで検討していほしい 

２．駐車場を十分に確保してほしい

３．PTA
 ・新校ではPTAを廃止してほしい
 ・残すとしても無理なく参加できるかたちで

資料1

令和7年6月17日_通学・安全部会



要望を受けて

〇統合準備委員会では

1. いただいたご要望は統合準備委員会で共有し、各種検討の際に
考慮しながら進める

2. 教育効果や財源など様々な理由や、総合的な判断により、ご要望
に沿えない場合には、その理由をしっかりと説明する

3. 今後もご意見・ご要望をいただきながら開校まで進めていきたい

資料1

令和7年6月17日_通学・安全部会



北部スクールバス対象エリアについて

これまでの協議

〇事務局案の提示

小学生・・・七郷小学校区

中学生・・・古里地区

をスクールバス対象エリアとし、七郷小学校区の中学生で古里地区
以外の生徒の自転車通学には新たに創設する電気アシスト付自転
車の購入補助制度を活用してもらう

〇統合準備委員会委員の意見

・七郷地区の中学生は全員バスに乗せられないか

・ライドシェアを導入してはどうか

・地区で線引きをすると６kmの基準とあわないところがでてくる

・七郷地区中学生はバス乗車を選択制にしてはどうか 等

資料2

令和7年6月17日_通学・安全部会
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北部スクールバス対象エリアについて

今後について

〇実地調査

・危険箇所確認

・通学にかかる距離と時間の確認

〇スクールバス委託費用の再確認

・現在参考としているバス委託の概算費用は１～２年前の金額

・改めてバス会社に参考価格調査を実施

資料2

令和7年6月17日_通学・安全部会



防犯・交通安全

信号機

横断歩道

スクールゾーン

道路管理

歩道拡幅

街路灯

カーブミラー

通学路に関連した各種要望について

令和7年6月17日_通学・安全部会

資料3-1

地域支援課 まちづくり整備課



スクールバス

バス停留所について
法的な定めはない

（スペース・表示等）

横断歩道と交差点か
ら距離をおいてバス
停を設定することが

望ましい

スクールゾーン

スクールゾーンの申請に
は地域住民の申請が必要

現状で歩道が整備されて
いる道路はスクールゾー
ンの設定ができない

通学路全般

菅小・菅中間の道路に押しボ
タン信号の設置は難しい

横断歩道の新規設
置も難しい

※遅くとも開校の１年前には信号機設置、横断歩道設置、スクールゾーン設置に伴う申請が必要となる

小川警察交通課との事前協議について（令和7年4月）

令和7年6月17日_通学・安全部会

資料3-2



令和 7 年 6 月 17 日 通学・安全部会 

通学路の安全対策について 

 

1. 通学路とは 

通学路とは、交通安全施設等整備事業の推進に関する法律施行令第 4 条において

「児童が小学校(特別支援学校の小学部を含む。) に通うため、1日につきおおむね 40

人以上通行する道路の区間」のほか「児童が小学校に通うため通行する道路の区間で、

小学校の敷地の出入口から 1キロメートル以内の区域に存し、かつ、児童の通行の安

全を特に確保する必要があるもの」とされています。 

 

【参考・通学路の設定基準】 

通学路等における児童等の安全確保に関する指針より(引用：警視庁ホームページ) 

通学路の設定は、おおむね次の(ア)から(オ)までの基準により行うものとする。 

(ア)できる限り歩車道の区別のある道路とし、その区別がない場合は次の条件に適

合する道路であること。 

a 車両の交通量が比較的少ないこと。 

b 児童等の安全な通行を確保できる幅員を有する道路であること。 

c 児童等の通行の妨げとなる物件がないこと。 

(イ)遮断機のない踏切及び見通しの悪い箇所が少ないこと。 

(ウ)横断箇所には、横断歩道、信号機等の交通安全施設が整備されていること。 

(エ)地下道などの暗く人目につきにくい場所及び犯罪の発生状況等から特に安全

上注意を払うべき場所がないこと。 

(オ)その他児童等の通学路として道路環境が不適切ではないこと。 

 

2. 嵐山町立小中学校の通学路と安全確保について 

嵐山町立小中学校においては、町教育委員会や各小中学校などが主体となって通学

路を指定することはせず、PTA 等の保護者組織の中で又は各家庭でそれぞれ通学路

を自主的に選択、決定しています。小学校については通学班ごとに、中学校について

は生徒ごとにそれぞれ通学路を学校へ届け出ることで学校が通学路を把握したり、通

学路図を作成したりするなど、各学校の事情に合わせて対応しています。 

これらの通学路については、PTA 等の保護者組織が定期的に通学路の安全点検を

実施しています。点検結果を踏まえ作成された危険箇所改善要望書は、嵐山町(担当：

地域支援課)に提出され、警察署、埼玉県、嵐山町が連携して、通学路の現状を確認す

るとともに、安全対策を検討・決定しています。 

このようにして、現在の通学路は日頃から安全点検を行い、安全対策を行っていま

すが、それでもなお危険要因が残る場合は、必要に応じて各学校と連携しながら PTA

等の保護者組織の中で又は各家庭で、それぞれ通学路の見直し、変更を行っています。 

また、地域と協働して子どもの見守り活動を実施し、通学路の安全確保を図ってい

ます。 
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3. 通学・安全部会による安全点検について 

(1)目的 

(新校)嵐山町立武蔵嵐山小学校・嵐山町立武蔵嵐山中学校が令和 11 年 4 月に開校

するにあたり、現在の各小中学校区から新学校区(現・菅谷小[中]学校区)へ通学する

ための想定通学路の実地調査と危険個所の抽出を目的とします。 

尚、現在の通学路は、通学路安全点検などを活用し警察署、埼玉県、嵐山町ととも

に安全対策を行っているため、基本的には現在の各小中学校の通学路を活用すること

を想定し、今回は各小中学校区間の接続箇所(=現在、通学路として使用されていない

箇所)のみを対象とします。 

 

(2)事前協議 

別紙地図のとおり、各小中学校区の通学路の境界のうち、新校開校に伴い通学路に

なる可能性がある箇所(主に現在の通学路との接続箇所)について、下記の視点から通

学・安全部会の意見を取りまとめます。 

①想定される接続箇所 

教育委員会が想定している接続箇所以外に、通学路になりえる箇所を抽出します。 

②接続箇所の安全性 

想定している接続箇所について、道路事情としての危険要因を抽出します。 

(例：道路の見通し、歩道の幅など道路関連) 

 

(3)実地調査 

事前協議の内容をもとに、改めて実地調査を実施します。実地調査の際は、別紙チ

ェックシートを活用し、道路事情の把握と危険箇所等の確認を行います。 

調査後、それらの結果を踏まえ、必要に応じ各管理者(警察署、埼玉県、嵐山町など)

に施設整備、道路整備を要望するなどの安全対策を検討していきます。 

 

4. 現在の通学路の諸問題 

現在の通学路に関する諸問題は、「統合に伴う新校開校の準備段階で協議すべき問

題」ではなく、「今すぐに取り組まなければならない問題」です。 

現在の通学路に関する意見が出た場合は、通学・安全部会では下記のとおり取り組

むものとします。 

1)【意見の集約、整理】 

   ↓ 

2)【通学・安全部会として(部会長名で)各学校へ意見を発出】 

   ↓ 

3)【各学校の判断により解決(PTA／保護者等へ通学路の変更指示、教育総務課や

地域支援課などへ相談 などを想定しています)】 

 



嵐山町内全域通学路MAP

【凡例】
……菅谷小(中)学校通学路
……七郷小学校のみ通学路
……志賀小学校のみ通学路
……玉ノ岡中学校通学路
……通学路接続箇所

           (教育委員会想定分)

武蔵嵐山小学校
武蔵嵐山中学校

玉ノ岡中学校

七郷小学校

志賀小学校
武蔵嵐山駅

①

②

③⑥

④

⑦

拡大図

⑤
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令和 7 年 6 月 17 日 通学・安全部会 

通学路接続候補箇所 

実地調査チェックシート 

調査者氏名 調査日 調査時間 調査時の天気 

    

 

1. 道路の状況について                                   
(1) 歩道と車道の区別はありますか ある ☐ 一部ない ☐ ない ☐ 

(2) 【歩道がない箇所のみ】 

外側線(車道と歩行者が通行する

道を区別する線)はありますか 

ある ☐ 一部ない ☐ ない ☐ 

(3) 【歩道がない箇所のみ】 

路側帯(歩道のない道路で、歩行

者用に設けられた帯状の道路部

分)の幅は充分ですか。 

広い ☐ 普  通 ☐ 狭い ☐ 

2. 施設の設置状況について 
(1) 【横断する必要がある箇所のみ】 

横断歩道はありますか 

ある ☐ ない ☐   

(2) 【横断する必要がある箇所のみ】 

信号機はありますか 

ある ☐ ない ☐   

(3) 【踏切がある箇所のみ】 

遮断機はありますか 

ある ☐ ない ☐   

3. 交通量について 
(1) 自動車 多い ☐ 時々 ☐ 少ない ☐ 

(2) 自転車 多い ☐ 時々 ☐ 少ない ☐ 

(3) 歩行者 多い ☐ 時々 ☐ 少ない ☐ 

4. 沿道の状況について 
(1) 通行の障害になりそうなもの

はありますか 

(大きな木や伸びた草木、路上

駐車、放置車両など) 

ある ☐ ない ☐   

(2) 見通しを妨げる住宅等のブロ

ック塀等はありますか 

ある ☐ ない ☐   

(3) 人目につきにくい場所はありま

すか(空き家や林など) 

ある ☐ ない ☐   

調査箇所 
(地図上の番号) 
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その他、特記事項等があればご記入ください 

 

 

5. 実地調査の結果 
児童生徒が登下校に利用する視点から以下の内容についてご記入ください。 

【良いと思うところ】 

 

【気になるところ】 
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